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昭和39年9月15日

1第05・号謡1脳

50，298口人

㎜
脇
鵬

4
∩
0
9

2
　
の
乙

男
女
数

　
　
　
　
帯

　
　
　
　
世

欝灘
固定資産税3期
納期9月30日

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

交
通
三
悪
の
追
放

9
月
碍
日
か
ら
9
月
24
日
ま
で

秋
の
全
墨
婆
全
覇
は
、
婆

発
脈
綾
贈
敏
翻
離
鉱

高
揚
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

九
月
十
五
日
か
ら
十
日
間
全
国
一
斉

に
実
施
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
こ
の
運
動
は
、
次
の
実
施
目
標
と
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

定
め
て
展
開
い
た
し
ま
す
か
ら
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
九
月
一

日
か
ら
道
路
交
通
法
令
の
一
部
が
改
。

正
さ
れ
罰
則
強
化
な
ど
が
は
か
ら

れ
て
お
り
ま
す
か
ら
違
反
を
犯
さ
な
皿

い
よ
う
お
互
に
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
安
全
な
横
断
の
確
保
　
　
一

運
転
者
は

▽
横
断
歩
道
直
前
で
一
時
停
止
し
、

　
歩
行
者
を
優
先
さ
せ
る
。

▽
交
叉
点
ま
た
は
そ
の
付
近
で
は
歩

　
行
者
の
横
断
を
．
優
先
さ
せ
る
。

▽
子
供
が
道
路
を
横
断
し
て
い
る
と

　
き
は
一
時
停
止
か
除
行
す
る
。

歩
行
者
は

▽
横
断
の
際
は
手
を
あ
げ
て
合
図
す

　
る
。

▽
回
り
道
で
も
横
断
歩
道
を
渡
る
。

▽
斜
め
横
断
は
や
め
る
。

▽
横
断
禁
止
場
所
で
の
横
断
は
や
め

　
る
。
◎
交
通
三
悪
の
追
放
徹
底

　
無
免
許
運
転
、
酒
よ
い
運
転
、
ス

ピ
ー
ド
違
反
は
、
交
通
三
大
悪
で

す
。
自
分
で
や
ら
な
い
、
人
に
や
ら

せ
な
い
、
み
ん
な
で
監
視
し
よ
う
。

◎
道
路
交
通
環
境
の
整
備
改

善工
事
関
．
係
者
、
車
の
所
有
者
は

▽
道
路
の
補
修
、
堀
り
返
し
工
事
な
、

　
ど
は
危
険
防
止
措
置
を
し
て
、
必

　
要
以
上
に
土
砂
、
石
な
ど
を
放
置
一

　
し
な
い
。

▽
青
空
市
庫
は
絶
対
や
め
よ
う
。

第
　
3
　
回

定
例
市
議
会

会
社
、
商
店
、
家
庭
で
は

▽
自
転
車
、
バ
イ
〃
は
キ
チ
ン
と
纏

　
理
し
て
お
く
。

．
▽
通
路
に
物
を
放
置
し
な
い
。

▽
道
路
で
作
業
を
し
な
い
。

一
安
全
な
踏
切
の
確
保

▽
踏
切
で
は
一
時
停
止
し
て
左
石
の

　
安
全
を
確
認
す
る
。

．
踏
切
に
お
い
て
故
障
し
た
場

ム
ロ
は

▽
発
煙
筒
で
列
車
に
急
報
す
る
。

▽
駅
員
、
警
察
官
等
に
急
報
す
る
。

▽
踏
切
か
ら
故
瞳
車
輌
を
即
刻
押
し

　
出
す
。

市
役
所
事
務
は

　
　
昼
休
み
で
も
受
付

　
　
け
て
い
ま
す

　
市
役
所
で
は
ご
承
知
の
こ
と
と
思

…
い
ま
す
が
昼
食
時
十
二
時
か
ら
一
時

・
ま
で
休
息
を
ゆ
る
さ
れ
て
い
ま
す
。

．
（
市
の
条
例
に
よ
っ
て
）
し
か
し
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
便
利
を
は
か
る
た

め
、
置
休
み
の
休
息
時
閥
中
で
も
交

冤
鵜
の
窓
・
霧
は
つ
づ
け

補
正
予
算
を
可
決

特
別
職
、
市
議
報
酬
改
正
案
は
総
財
委
に
付
託

　
第
三
回
十
日
町
市
議
会
定
例
会
は

去
る
九
月
九
、
十
日
の
二
日
間
開
催

さ
れ
、
昭
和
三
十
九
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
ほ
か
八
件
を
可
決
、
特
別

職
給
与
、
市
議
報
酬
及
び
旅
費
等
の

関
係
条
例
は
総
務
財
政
委
員
会
に
付

託
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
議
会
で
九
月
三
十
日
で
任

期
満
了
と
な
る
市
教
育
委
員
中
林
久
、

霧
宗
薩
三
罠
の
天
は
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
才
入

才
出
そ
れ
ぞ
れ
三
千
八
．
百
十
六
万
九

千
円
を
追
加
さ
れ
ま
し
た
が
、
才
出

の
内
訳
で
は
教
育
費
の
一
千
百
八
十

九
万
二
千
円
、
災
害
復
旧
費
の
一
千

八
十
三
九
千
円
な
ど
が
大
き
く
教
育

費
で
は
六
箇
小
学
校
教
員
住
宅
百
三

会
長
に
関
口
氏

　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
委
員
決
る

発
雛
灘
鹸
墾

国
民
年
金
委
員
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
＋
日
町
市
で
は
百
四
十
人

の
委
員
が
委
嘱
さ
れ
、
去
る
九
月
四

旦
市
民
体
育
舘
で
委
嘱
状
変
付
式
と

第
一
回
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
村
山
市
長
か
ら
各
委
員
に
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
た
あ
と
、
長
岡
社

会
保
険
所
高
野
業
務
課
長
か
ら
国
民

年
金
制
度
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
、

十
四
万
四
千
円
、
十
日
町
中
学
校
ブ

ー
ル
附
帯
工
事
、
百
九
十
六
万
八
千
円

が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
に

滝
沢
さ
ん

十
日
町
市
国
民
年
金
委
員
会
規
約
を

承
認
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。
尚
こ
の

委
員
は
任
期
二
年
で
国
民
年
金
制
度

の
趣
旨
普
及
と
保
険
料
徴
収
な
ど
の
㎝

活
動
を
行
な
い
ま
す
が
役
員
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

　
会
長
　
関
口
美
影

副
会
長
　
樋
口
　
一
男

　
理
　
事
　
　
渡
辺
　
留
吉
他
九
名

　
監
亭
　
野
本
菊
逸

国
や
、

県
、
市
な

ど
役
所
の

仕
事
に
対

し
て
不
平
、
不
満
を
解
決
し
て
く

れ
る
「
行
政
苦
惰
相
談
」
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
気
軽
に

利
用
で
き
る
よ
う
行
政
相
談
委
員
が

選
ば
れ
て
お
り
ま
す
が
、
十
日
町
市

で
は
本
町
二
丁
目
印
刷
業
滝
沢
忠
太

郎
氏
六
十
四
才
が
委
嘱
さ
れ
て
お
り

「
市
民
の
立
場
に
た
っ
て
よ
き
相
談

相
手
に
な
り
た
い
」
と
所
信
を
述
べ

て
お
ら
れ
ま
す
の
で
ご
遠
慮
な
く
相

談
し
て
下
さ
い
。
滝
沢
さ
ん
は
こ
れ

ま
で
民
生
委
員
、
保
護
司
、
家
裁
の

調
停
委
員
な
ど
公
職
に
奉
仕
さ
れ
、

　　一歓日田rI予ジ肖葛省牧イ動掲看些、一
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社
会
福
祉
関
係
の
経
験
も
豊
か
で
相

談
委
員
と
し
て
最
適
任
者
と
い
い
ま

す
。
　
【
写
頁
は
相
談
委
員
に
な
っ
た

滝
沢
さ
ん
】

齢
誉
販
灘
階
罐
墾
舗
読
駝
締
曝
鮪
麗
稀

れ
ぱ
休
息
中
の
職
員
で
も
運
絡
に
よ

っ
て
す
ぐ
応
待
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
か
ら
ご
理
解
の
上
、
ご
用
が

｝一
さ
い
。
尚
、
土
曜
日
は
午
後
十
二
時

『叢
で
受
付
け
て
お
り
ま
蕩
で
A
．

｝
せ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

＞保国く
　
市
の
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

で
は
最
近
他
の
社
会
保
険
等
の
ほ
と

ん
ど
が
各
地
に
保
養
所
等
の
厚
生
施

設
を
つ
く
り
、
被
保
険
者
の
保
養
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
と
め
て
い
る
点
か
ら
、
今
後
国
民

健
康
保
険
に
も
こ
う
し
た
施
設
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
今
度

長
野
県
の
野
沢
温
泉
を
視
察
し
野
沢

温
泉
ホ
テ
ル
と
協
議
の
結
果
指
定
旅

舘
と
し
て
の
話
合
い
が
成
立
し
、
市

と
い
た
し
て
は
さ
っ
そ
く
宿
泊
所
に

指
定
し
国
保
の
被
保
険
者
の
み
で
な

く
全
市
民
の
「
い
こ
い
」
の
場
と
し

て
の
御
利
用
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

一
、
指
定
旅
舘

　
野
沢
温
泉
ホ
テ
ル
（
経
営
者
片
桐

市
民
の
い
こ
い
に

野
沢
温
泉
ホ
テ
ル
を
指
定

住
居
費
が
最
高

　
　
　
市
内
の
潰
費
者
物
価
指
数

　
十
日
町
市
の
七
月
消
費
者
物
価
指
．

数
は
、
冊
和
三
十
五
年
を
百
と
す
る

と
総
合
で
＝
二
一
・
七
で
あ
り
ま

す
。
う
ち
食
料
費
は
一
三
五
・
五
、

被
服
費
二
〇
・
四
、
光
熱
費
二

㎝
六
・
一
、
住
居
費
一
五
九
．
二
、
雑

い

碩
耗
蹴
騒
監
擬
鞠
誇

一　・
七
、
そ
の
他
の
食
料
は
一
四
四

㎜
　
・
九
で
、
そ
の
他
の
食
料
の
う
ち

｝
野
菜
の
値
上
り
は
大
き
い
が
、
こ

一
　
れ
等
は
長
雨
の
影
響
等
が
大
き
い

一
　
と
思
慮
さ
れ
、
ま
た
生
鮮
魚
介
は

当縄食被光イ王雑

帝合糾月K撚形黄
魏
分

㎜
、
、
、
ネ
）

二
、
指
定
の
期
間

　
四
月
よ
り
十
一
月
末
日
迄
の
八
ヵ

　
月
間
（
但
し
本
年
に
限
り
九
月
十

　
臼
よ
り
十
一
月
末
日
ま
で
の
間
）

馴
三
、
宿
泊
料
金

「
塑
聲
謎
位
・
¶
（
一
泊
二

享
塔
つ
い
て
繁
の
欝
矯

　
新
潟
地
震
等
が
大
き
く
影
響
し
て
㎝

　
い
る
と
思
わ
れ
、
特
に
イ
カ
、
タ
｝

　
コ
等
が
大
き
な
値
上
り
を
示
し
て
｝

　
い
る
。
次
に
値
下
り
は
、
酒
．
類
で
一

　
清
酒
等
の
値
下
り
に
よ
り
、
九
七
一

　
・
四
で
あ
り
値
上
り
の
少
な
い
の
｝

　
は
飲
料
の
一
〇
一
・
五
、
乳
卵
の
㎜

　
一
〇
四
・
九
で
卵
等
は
若
干
の
値
［

　
下
り
を
示
し
て
い
る
。
　
　
　
　
｝

②
被
服
費
の
う
ち
衣
料
は
一
般
の
出
｝

　
ま
わ
り
一
巡
と
、
生
産
量
の
増
大
一

　
に
よ
り
一
〇
六
・
四
で
あ
り
、
身

　
の
回
り
品
は
洗
た
く
代
、
仕
立
代

所
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

そ
れ
〃
収
穫
だ
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
闘
う
ま
い
米
を

一
◎
日
帰
の
場
合
も
利
用
は
で
き
ま
す

錘
加
螢
の
姦
華
て

属
談
に
応
じ
ま
す
・

一
◎
副
食
物
等
の
持
参
も
可
能
で
す
。

◎
な
翁
コ
タ
ッ
必
装
の
場
合
は
コ
タ

　
ツ
一
個
一
日
二
〇
〇
臼
を
支
払
い

　
ね
が
い
ま
す
。

四
、
宿
泊
券
の
配
布

　
宿
泊
券
を
各
．
世
帯
に
一
枚
．
つ
つ
配

　
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
宿
泊
さ
れ

　
る
方
は
氏
名
欄
に
名
前
の
記
入
そ

　
の
券
を
持
参
、
宿
泊
下
さ
い
。
夏
に

　
宿
泊
券
が
必
要
の
場
合
は
市
役
所

　
の
窓
口
叉
は
各
出
張
所
に
用
意
し

　
て
あ
り
ま
す
の
で
交
付
を
受
け
て

　

．
下
さ
い
。

五
、
団
体
宿
泊
の
場
合

　
、
団
体
宿
泊
の
場
合
は
一
応
事
前
に

　
指
定
旅
舘
野
沢
温
泉
ホ
テ
ル
に
申

一
　
込
の
上
お
出
か
け
下
さ
い
。

　
日
本
一
う
ま
い
米
づ
く
り
県
民
運

動
の
推
進
に
よ
り
本
市
産
米
も
一
二

　
修
繕
料
の
値
上
り
や
婦
人
物
等
に

　
若
干
の
値
上
り
で
一
二
〇
・
三
と

　
な
っ
て
い
る
。

曹
④
光
熱
費
は
ま
ぎ
．
、
木
炭
、
れ
ん
炭

　
等
の
値
上
り
は
見
ら
れ
る
も
の
の

　
灯
油
、
石
炭
欝
の
値
下
り
に
よ
り

　
　
一
一
六
・
一
で
す
。

④
住
居
費
で
も
っ
と
も
大
き
な
値
上

　り

を
示
す
の
は
家
賃
の
一
八
六
・

　
五
、
つ
い
で
板
材
、
角
材
、
工
事

　
費
等
の
値
上
り
で
住
宅
修
繕
が
こ

　
れ
に
つ
づ
い
て
い
る
。

⑤
雑
費
、
教
育
費
が
一
四
八
・
八
で

　
も
っ
と
も
高
く
、
次
い
で
文
房
具

　
修
養
娯
楽
費
の
順
で
、
値
動
き
な

　
い
も
の
は
タ
バ
コ
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

農
業
後
継
者
育
成
資
金
生
る

　
　
　
　
無
利
子
、
五
ヶ
年
償
還

「　農
業
の
後
継
ぎ
と
な
る
二
十
才
台

の
青
少
年
を
対
象
に
後
継
者
育
成
資

金
制
度
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
農

業
の
後
継
ぎ
を
す
る
青
少
年
が
自
ら

農
業
部
門
の
経
営
を
開
始
す
る
に
必

要
な
資
金
を
五
〇
万
円
を
最
高
限
度

発
て
無
型
五
ケ
籔
窟
還
の

条
件
で
貸
付
け
る
も
の
で
す
。
希
望

者
は
十
月
十
五
日
ま
で
に
農
協
に
申

込
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

等
の
上
位
等
級
米
検
査
合
格
率
が
年

年
上
昇
し
て
来
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
春
か
ら
の
苦
労
が
み
の
り

い
よ
い
よ
収
穫
期
を
迎
え
ま
し
た
．
が

農
家
の
。
「
§
ん
に
は
上
位
等
級
米
確

保
の
た
め
次
の
点
を
特
に
注
意
し
て

下
さ
い
。

0
適
期
刈
取
　
早
生
種
の
刈
り
お
く

　
れ
や
晩
生
種
の
早
刈
り
は
米
の
品

　
質
を
低
下
さ
せ
る
の
で
稲
の
成
熟

　
状
態
を
よ
く
み
て
刈
・
取
る
こ
と
。

②
乾
燥
の
適
正
　
籾
の
水
分
測
定
を

　
励
行
し
て
充
分
乾
燥
す
る
こ
と
。

①
調
整
の
徹
底
　
よ
く
調
整
さ
れ
た
、

　
米
選
機
を
使
用
し
て
整
粒
歩
合
を

　
尚
め
る
と
同
時
に
異
物
の
混
入
を

　
防
止
す
る
こ
と
り

⑤
墨
目
の
確
保
と
包
装
の
改
善
検

　
査
済
の
正
確
な
計
鍛
將
を
使
用
し

　
て
錨
目
を
確
保
す
る
と
共
に
包
装

　
の
統
一
を
は
か
る
こ
と
。

ヂ
井
田
が
優
勝

　
　
第
八
回
市
民
体
育
大
会

　
甫
制
十
周
年
記
念
の
ト
ッ
プ
を
切

冨
議
糊
殖
踏
鎮
が
齢

蓼
㌍
裳
察
髭

　
当
日
は
曇
り
空
の
ド
に
午
前
八
時

二
十
分
打
上
げ
花
火
を
合
図
に
、
選

手
団
入
場
行
進
、
開
会
八
の
あ
と
男

．
子
千
五
百
米
か
ら
競
技
が
始
め
ら
れ

ト
ラ
ッ
ク
、
マ
ィ
ル
ド
と
、
そ
れ
ぞ

れ
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
が
、

咋
伍
瓦
連
勝
を
搬
し
た
大
井
田
地
区

が
、
昨
年
の
翻
者
中
条
を
押
え
て
優

勝
し
ま
し
た
。
尚
、
今
大
会
で
高
田

高
棲
、
直
江
津
高
（
女
子
〉
の
団
体

徒
手
模
範
演
技
が
公
開
さ
れ
、
勧
衆

の
目
を
楽
1
）
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

総
合
成
績
は
次
の
と
お
り
。

0
大
井
田
H
百
七
十
三
、
②
中
条
聾

百
六
十
七
、
㊥
新
座
“
百
四
十
七
、

④
下
条
匡
密
旦
二
＋
八
、
⑤
川
治
A
“

百
三
十
八
、
⑤
吉
田
南
§
百
三
十
四

⑦
七
匡
、
⑧
吉
田
北
、
①
川
治
B
、

⑩
二
区
、
⑪
爪
沢
B
、

⑫
三
区
、
⑬

一四区
、
⑭
五
区
、
⑮
水
沢
A
、
⑯
一

区
、
⑰
飛
渡
、
⑱
八
区
、
⑲
六
箇
。

無
料
診
療
や
敬
老
品
の
贈
呈
な
ど

　
　
　
老
人
福
祉
週
間
噛
ま
る

　
十
五
日
の
「
と
し
よ
り
の
日
」
か
軌

ら
老
人
福
祉
週
聞
が
全
国
的
に
展
開

零
て
い
亨
が
、
＋
爵
市
で
は

十
六
日
、
七
日
の
、
両
日
十
日
町
、
中

条
、
上
村
各
病
院
で
六
十
才
以
上
の

老
人
の
無
料
診
療
を
行
う
一
方
、
満

七
十
五
才
の
人
に
「
フ
ク
サ
」
七
十

六
才
以
上
に
手
拭
を
一
本
贈
り
ま
し

．
た
が
、
県
か
ら
は
七
十
五
才
以
上
の

人
に
祝
菓
、
九
十
才
の
人
に
褒
状
と

座
布
団
が
そ
れ
ぞ
れ
お
く
ら
れ
る
こ

一
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
十
日
町
市

の
老
人
人
口
は
、
昭
和
三
十
七
年
四

月
三
、
二
七
九
人
で
あ
っ
た
の
が
、
本

“““““／／“脳・“〆■“““■〃“／“／〃／〃／，／■／／〃〃〃／〃〃■〃〃ノ／〃〃〃／〃〃〃／〃〃〃／〃〃〃〃／〃〃〃／／！／〆”／””””ん
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年
九
月
に
は
三
、
三
四
〇
人
と
六
十

一
人
増
え
で
、
い
ま
す
。
こ
れ
は
全
国

的
な
傾
向
で
今
後
も
増
え
る
も
の
と

予
想
さ
れ
、
老
人
問
題
は
ま
す
ま
す

大
切
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
ん
な

で
協
力
し
て
年
よ
り
を
い
た
わ
り
老

後
の
し
あ
わ
せ
を
築
い
て
あ
げ
た
い

も
の
で
す
．

ー
お
こ
と
わ
り
ー

　
今
月
は
「
財
政
の
お
知
ら
せ
」
掲

載
の
た
め
「
グ
ラ
フ
で
見
る
市
勢
」

と
「
史
跡
と
文
化
財
」
は
次
号
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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昭
和
三
十
九
年
度
　
　
　
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

前
期
二
級
技
能
検
定
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

検
定
職
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑠

機
械
工
、
仕
上
工
、
板
金
工
、
配
管
工
、
左
官
、
タ
イ
ル
張
り
工
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

家
具
工
、
建
具
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
試
験
期
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

昭
潤
三
十
九
年
十
月
十
八
日
（
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
試
験
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

櫓
・
長
羅
蕾
市
・
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

、
受
験
資
格
　
　
　
　
　
　
　
　
”

A
検
定
職
種
に
関
す
る
訓
練
叉
は
教
育
を
受
け
た
者
　
　
　
　
　
　
艀

　
イ
旧
公
共
蛾
業
補
導
所
二
年
）
修
了
者
（
実
務
経
験
四
年
）
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
ロ
旧
技
能
者
養
成
修
了
者
（
宴
務
経
験
二
年
）
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
ハ
大
学
、
旧
制
大
単
廓
業
蕎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

　
二
短
期
大
学
旧
制
専
門
学
校
卒
業
者
（
実
務
経
験
｝
年
以
上
“
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ホ
高
等
学
校
、
旧
制
実
業
学
、
険
卒
業
者
（
実
務
経
験
一
．
年
以
ヒ
｝
〃

9
検
定
職
種
に
関
す
る
訓
練
又
は
教
育
を
受
け
な
い
者
　
　
　
　
　
”

　
イ
高
等
学
校
、
旧
制
中
学
校
卒
業
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栖

　
ロ
そ
の
他
の
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀

、
書
類
の
提
出
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

新
潟
市
学
校
町
一
、
県
職
業
訓
練
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塀

・
受
付
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

昭
和
三
＋
九
年
九
月
十
四
日
（
月
）
～
同
年
九
月
二
十
五
目
（
金
4
耀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
尚
詳
細
は
市
商
工
課
に
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
刀
の
検
査
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ

　
　
　
　
　
　
ー
十
月
脚
日
公
民
舘
i
　
　
　
　
耀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

銃
砲
刀
、
剣
鍵
馨
査
・
寡
＋
月
百
午
前
＋
時
か
盈
霊
濡

市
公
民
舘
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
申
請
者
は
も
ち
ろ
ん
、
未
申
請
の
人
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

も
受
付
け
ま
す
の
で
も
れ
な
く
検
査
を
受
け
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀

◎
み
ど
り
の
郵
便
受
箱
を
各
戸
に
備
え
ま
し
ょ
う
　
　
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
各
戸
に
家
族
ぐ
る
み
の
表
札
を
掲
げ
ま
し
ょ
う
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朔

今
吉
町
郵
便
雲
郵
便
受
箱
と
表
札
の
掲
出
促
進
籔
蕩

実
施
中
で
す
．
未
だ
設
備
し
て
い
な
い
家
庭
は
こ
の
際
罷
備
読

難
器
　
　
　
　
　
㎜

受
付
期
間
九
月
百
か
ら
重
一
壬
曇
　
　
”

難
璽
韻
勧
餐
）
　
㎜

の
期
間
中
に
＋
爵
郵
驚
に
お
雷
下
さ
い
・
　
　
備

撲擁猛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

210二
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為
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日
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